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	　所　　属　　看護領域　職種　看護課GOM　　　　　氏名　佐々木健之　　　　　　　

	　期　　間　　平成18年3月29日

	　出張目的　　あさかホスピタル視察研修

	　出 張 先　　あさかホスピタル


＜考察・感想＞

　時間の関係上、すべての病棟、プログラム、施設など見学できることはできなかったことが非常に

　残念である。病棟管理の立場として、ストレス病棟での取り組み、チーム医療について聞きたいことが

　多々あった。しかし、少ない時間でもたくさんの収穫があり、今後に生かして行きたい。

　あさかホスピタルでの一番の印象は、各エリア同士の連携が充実しているということである。

　長期患者様の退院に向けて、地域連携システム（OTP）が確立されている。また施設間

　のみならず、院内でのチーム医療の体制も充実している。これらの点は当法人でもまず先に

　体制を整えたい部分である。

　また、関連施設、知的障害施設、介護老人福祉施設、NPO法人･･･など多くの関連施設もあり

　それらの関連施設との連携も取れているようであった。

　院内LANの活用も活発であり、電子カルテの使用により、スムーズな情報共有も理想的である。

　

＜診察室見学＞

　室内まで見ることは出来なかったが、ドアには大きな番号数字が記してあり、患者様も間違う

　ことのない、配慮がなされていた。

＜病棟見学＞

　各病棟とも、まず、清掃が行き届いている。オフィス内も整理整頓されており、患者様が過ごす

　ホールなどもきちんと清掃されていた。

　急性期病棟では隔離室、病棟ホールの間にナースステーションがあるが、隔離室とナースステー

　ションの間に生活空間を設け、隔離解除後、徐々にホールでの生活に移行できるよう、クッション的

　役割を果たす空間がある。これは看護上、理想的な空間であり、対面看護を継続的に実施していくうえ

　で、必要な空間であると感じた。

　

＜Quality　Star＞

　退院促進にむけて取り組まれている「OTP」での評価尺度に使用している。こういった評価指標を

　活用していけば、各評価をまとめての最終評価もでやすく、簡潔であると感じた。　










